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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　光源と被照射面との間の光路中に配置されたオプティカルインテグレ
ータを備え、前記光源からの光束に基づいて前記被照射面を照明するための照明光学装置
と共に用いられ、
　前記オプティカルインテグレータと前記被照射面との間の光路中に配置されて、前記オ
プティカルインテグレータからの光束に基づいて多数光源を形成するフライアイレンズに
おいて、
　光源側から順に、第１フライアイ部材と第２フライアイ部材とを有し、
　前記第１フライアイ部材の光源側の面および前記第２フライアイ部材の光源側の面には
、第１方向に沿って配列されたシリンドリカルレンズ群が形成され、
　前記第１フライアイ部材の被照射面側の面および前記第２フライアイ部材の被照射面側
の面には、前記第１方向と直交する第２方向に沿って配列されたシリンドリカルレンズ群
が形成されていることを特徴とするフライアイレンズ。
　　【請求項２】　前記第１フライアイ部材の光源側の面に形成された各シリンドリカル
レンズの曲率半径をＲａとし、前記第２フライアイ部材の光源側の面に形成された各シリ
ンドリカルレンズの曲率半径をＲｂとし、前記第１フライアイ部材の被照射面側の面に形
成された各シリンドリカルレンズの曲率半径をＲｃとし、前記第２フライアイ部材の被照
射面側の面に形成された各シリンドリカルレンズの曲率半径をＲｄとするとき、
　０．３＜Ｒｄ／Ｒｃ＜０．５
　０．３＜Ｒｂ／Ｒａ＜０．５
　の条件を満足することを特徴とする請求項１に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項３】　前記第１フライアイ部材は石英を有し、



(2) JP 2004-56103 A5 2008.2.28

　前記第２フライアイ部材は、２５０ｎｍ以下の波長を有する光に対して透過性を有する
結晶材料を有することを特徴とする請求項１または２に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項４】　前記第１フライアイ部材および前記第２フライアイ部材のうち、１ｍ
Ｊ／ｃｍ2以上のエネルギ密度で光照射される領域が存在するフライアイ部材は、２５０
ｎｍ以下の波長を有する光に対して透過性を有する結晶材料を有することを特徴とする請
求項１または２に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項５】　前記結晶材料は、蛍石、水晶、フッ化マグネシウム、フッ化バリウム
、フッ化リチウム、フッ化ランタン、フッ化ストロンチウム、フッ化ベリリウム、フッ化
ナトリウム、ライカフ、およびライサフからなる群から選択された少なくとも１つを有す
ることを特徴とする請求項３または４に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項６】　前記第１フライアイ部材および前記第２フライアイ部材には、前記第
１フライアイ部材と前記第２フライアイ部材とを位置合わせするためのアライメントマー
クが形成されていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のフライアイ
レンズ。
　　【請求項７】　前記アライメントマークは、前記第１フライアイ部材の光源側の面お
よび前記第２フライアイ部材の光源側の面において前記第２方向に沿って形成された直線
状のマークと、前記第１フライアイ部材の被照射面側の面および前記第２フライアイ部材
の被照射面側の面において前記第１方向に沿って形成された直線状のマークとを有するこ
とを特徴とする請求項６に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項８】　前記フライアイレンズの前記第１方向に関する入射瞳面またはその近
傍および前記フライアイレンズの前記第２方向に関する入射瞳面またはその近傍のうちの
少なくとも一方には、前記被照射面における照度分布を補正するための補正フィルターが
設けられていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のフライアイレン
ズ。
　　【請求項９】　前記補正フィルターには、該補正フィルターを前記第１フライアイ部
材または前記第２フライアイ部材と位置合わせするための第２アライメントマークが形成
されていることを特徴とする請求項８に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項１０】　前記第２アライメントマークは、前記第１方向または前記第２方向
に沿って形成された直線状のマークを有することを特徴とする請求項９に記載のフライア
イレンズ。
　　【請求項１１】　前記第１方向と光学的に対応する方向に沿ってマスクおよび感光性
基板を投影光学系に対して相対移動させることにより、前記マスクのパターンを前記感光
性基板に投影露光する投影露光装置と共に用いられることを特徴とする請求項１乃至１０
のいずれか１項に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項１２】　前記第１フライアイ部材の前記光源側に形成された前記シリンドリ
カルレンズ群の前記第１方向に沿ったピッチは、前記第１フライアイ部材の前記被照射面
側に形成された前記シリンドリカルレンズ群の前記第２方向に沿ったピッチよりも小さい
ことを特徴とする請求項１１に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項１３】　前記第１フライアイ部材の前記被照射面側に形成された前記シリン
ドリカルレンズ群の前記第２方向に沿ったピッチをａとし、前記第１フライアイ部材の前
記光源側に形成されたシリンドリカルレンズ群の前記第１方向に沿ったピッチをｂとする
とき、
１．２＜ａ／ｂ＜１３．０
を満足することを特徴とする請求項１２に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項１４】　前記第１フライアイ部材の前記被照射面側に形成された前記シリン
ドリカルレンズ群の前記第２方向に沿ったピッチをａとし、前記第１フライアイ部材の前
記光源側に形成されたシリンドリカルレンズ群の前記第１方向に沿ったピッチをｂとする
とき、
２．６＜ａ／ｂ＜４．０
を満足することを特徴とする請求項１２に記載のフライアイレンズ。
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　　【請求項１５】　前記第１フライアイ部材の光源側の面および前記第２フライアイ部
材の光源側の面に形成されたシリンドリカルレンズ群の前記第１方向に沿ったピッチ、お
よび前記第１フライアイ部材の被照射面側の面および前記第２フライアイ部材の被照射面
側の面に形成されたシリンドリカルレンズ群の前記第２方向に沿ったピッチのうちの少な
くとも一方は２ｍｍ以下であることを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか１項に記載
のフライアイレンズ。
　　【請求項１６】　前記第１フライアイ部材および前記第２フライアイ部材のうちの少
なくとも一方は、移動可能に構成されていることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれ
か１項に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項１７】　前記被照射面における照明領域の大きさの制御または前記被照射面
における照度分布の制御のために、前記第１フライアイ部材および前記第２フライアイ部
材のうちの少なくとも一方は、光軸に沿って移動可能に構成されていることを特徴とする
請求項１６に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項１８】　前記被照射面における照明領域の大きさの制御または前記被照射面
における照度分布の制御のために、前記第１フライアイ部材および前記第２フライアイ部
材のうちの少なくとも一方は、前記第１方向および前記第２方向のうちの少なくとも一方
の方向に沿って移動可能に構成されていることを特徴とする請求項１６または１７に記載
のフライアイレンズ。
　　【請求項１９】　照明瞳面における照度分布の制御のために、前記第１フライアイ部
材および前記第２フライアイ部材のうちの少なくとも一方は、前記第１方向および前記第
２方向のうちの少なくとも一方の方向廻りに回転可能に構成されていることを特徴とする
請求項１６乃至１８のいずれか１項に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項２０】　前記フライアイレンズは正弦条件を満足することを特徴とする請求
項１乃至１９のいずれか１項に記載のフライアイレンズ。
　　【請求項２１】　光源からの光束に基づいて被照射面を照明するための照明光学装置
において、
　請求項１乃至２０のいずれか１項に記載のフライアイレンズと、
　該フライアイレンズと前記光源との間に配置されたオプティカルインテグレータとを備
えていることを特徴とする照明光学装置。
　　【請求項２２】　前記フライアイレンズの前記被照射面側に配置されたコンデンサー
光学系を備え、
　該コンデンサー光学系は、正弦条件を満足することを特徴とする請求項２１に記載の照
明光学装置。
　　【請求項２３】　請求項２１または２２に記載の照明光学装置と、前記被照射面に配
置されたマスクのパターンを感光性基板に投影露光するための投影光学系とを備えている
ことを特徴とする露光装置。
　　【請求項２４】　前記第１方向と光学的に対応する方向に沿って前記マスクおよび前
記感光性基板を前記投影光学系に対して相対移動させることにより、前記マスクのパター
ンを前記感光性基板に投影露光することを特徴とする請求項２３に記載の露光装置。
　　【請求項２５】　請求項２１または２２に記載の照明光学装置を介してマスクを照明
し、照明された前記マスクに形成されたパターンの像を感光性基板上に投影露光すること
を特徴とする露光方法。
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